
江戸川総合人生大学卒業生の会報誌

５０

年頭のご挨拶

明けましておめでとうございます。
会員の皆様には健やかに新年をお迎えのことと

お慶び申し上げます。
同窓生のボランティア活動が拡がりを見せ、地

域の方から「ありがとう！」とのお声をいただい
たとお聞きすることが多くなりました。皆様一人
ひとりのボランティアへの熱意や日ごろの努力の
積み重ねの成果が、地域に根付いて花開いてきた
のだと感じています。

人生大学同窓会は令和4年10月24日、江戸川区総合文化センター
3Ｆ研修室とＺoomオンラインで総勢91名の参加者のもと、
第16回総会を開催しました。
第１部の北野学長の講演会は「ＳＤＧえどがわ10の行動」

をテーマに行われました。

、

北野学長の講演のあと、休憩をはさんで第16回総会が行われました。

第２部 第16回総会
司会の松沼副会長が開会の言葉を宣言し、会は進行した。冒頭に松浦会長の挨拶が

あり、続いて来賓の北野学長、子育てささえあい学科 蟇田講師、事務局目黒係長よ
り、お祝辞をいただいた。次に議長選出を行い、議場に諮ったところ満場一致で長谷
川氏（国際６期）が選出され、議案審議に入った。

同窓会は人材の宝庫です。それぞれの知識や経験を活か
して、できる時に、できるところで、できることをする。
これこそが最も大事なことであり、同窓会の活動を支える
原動力となっています。
今年も、皆さまと知恵を出し合い、お一人おひとりのお

力をお借りしながら、「魅力ある同窓会」を作ってまいり
ます。引き続きご協力をよろしくお願いいたします。

江戸川総合人生大学同窓会

会 長 松浦 松子

同窓会だより

蟇田講師
子育てささえあい学科 事務局 目黒係長北野学長

第16回総会と北野学長の講演会を開催しました
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会則改定の説明をする門田副会長

司会 松沼副会長 長谷川議長
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松浦会長 北野学長の講演
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私は登山が趣味で始め
て9年ほどになります。
登りは特につらいのにな
ぜ登るのか。自然の中に
いるとなぜか気持ちがよ
く、登頂した時の達成感
も心地よいのかもしれま
せん。いつまでも山を楽
しんでいきたいと思って
います。

外国人に日本語を教え
るボランティア活動を幅
広く行っております。週
一のインドアテニスが生
活のアクセント。同窓会
の課題に粘り強く取り組
んでいかなければと思っ
ています。

16期同窓運営委員会のメンバー

1号議案 同窓会会則改定 門田副会長が説明、議長預かりの件も踏まえて可決承認される
2号議案 第15期活動報告 品田副会長が報告、可決承認される
3号議案 第15期会計報告 谷村会計が報告、可決承認される
4号議案 第15期会計監査報告 山本監査より報告、可決承認される
5号議案 第16期役員承認（案） 松浦会長より、役員の選出案、並びに会計監査選任案について

説明報告があり、議場に諮ったところ可決承認される
新役員は以下の通りである

会 長 松浦 松子（留任）、副会長 松沼 満子（留任）、品田正子（留任）、門田信雄（留任）
書 記 川島 多美子（再任）、蓼沼幸子（新任）、会 計 小柳 恵子（新任）、相良定雄（新任）
会計監査 五十嵐 英男（新任）、中村高興（新任）

6号議案 第16期活動方針（案） 松浦会長が活動方針について説明報告、可決承認される
7号議案 第16期予算（案） 予算案について松浦会長から説明があり、議場に諮ったところ、

可決承認される

以上を以て議案のすべての審議が終わり、議長を解任し会は終了した。
その後、総会を以て退任される役員・クラス幹事の代表として前五十嵐会計から退任の挨拶があった。
続いて門田副会長より閉会の挨拶があり、散会した。

会則改定については出席者2名から質問がありましたが、内容を精査する必要があるとの観点から
議長預かりとし、別途クラス幹事会において説明することとしました。
尚、議案の詳細、議事録についてはＨＰ（会員ページ）をご覧ください。

会長 松浦 松子

書記 川島多美子

クラブ活動事務局長 山本 章

会計 相良定雄

副会長・ＨＰ委員会長 品田 正子副会長・人大ボラ連会長

副会長 松沼満子

民謡に魅せられて
「唄と舞踊を、水彩画
はいつか再開したい」
そんな中で何より人と
の繋がりを大切に思っ
ています。

北海道出身です。会社
員時代はスキーが趣味で
した。仕事が終わってか
ら同僚たちとスキー場に
向かうのが楽しみでした。
同窓会もチームワークで
楽しく活動して行きま
しょう。

New Face

2年前から太極拳を
はじめました。やっと5
級です。来年は３級を
狙って練習中です。活
動部会も皆がよろこん
でくれる活動をしてい
きたいと思っています。

好きな言葉【感謝】「朝は希望に起き夜は
感謝に眠る。やってしまった事の後悔は日々
小さくなるが やらなかった事の後悔は日々

大きくなる」林 真理子

ゴルフや車も楽しいですが、
クッキングタイムは至福のひと時です 。
これからもよろしくお願い致します。

私は旅行､音楽､美術､スポーツ等
を観ることが好きです。楽しく「和
気藹々」(わきあいあい)としたクラ
ブ活動をサポートして
いきます。

私の趣味はマラソン
です。10〜15kmを週４
日走っています。当面の
目標はサブ４（４時間未
満で完走すること）達成
です。３月の東京マラソ
ンを走る予定です。

スポーツが好きで、テニス、
登山、スキー、パラグライダー
そして旅行（含海外）と退職時
には有休なし。現在はボラン
ティアにエネルギーを注いでい
ます。

今年度より同窓会の
役員になりました相良
です。皆様のご協力を
得ながら進めてまいり
ます。健康第一をモッ
トーに毎日9990歩を目
指しています。

私はスポーツ観戦が趣味
です。特にバスケットボー
ル（選手8年・コーチを2年
で合計10年）が好きです。
明るい同窓会・見やすい
「同窓会だより」を目指し
てジャンプします。

門田信雄

筝に限らず音楽
は全て好きで、以
前は小学校で子供
達に筝を指導させ
て頂いておりまし
た。コロナ禍の為
お休みになってお
りますが、１日も
早い再開を願って
おります。

活動部会長 渋谷 正一

会計 小柳 恵子書記 蓼沼 幸子

退任挨拶 五十嵐氏

総務部会長 谷村健次郎

広報部会長 加藤道雄

山本監査

谷村会計

品田副会長
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アメリカの思い出

また、未だに忘れられない光景が一つある。それは南部、テネシー州での出来事だ。
ここは緑豊かで、あの名作「風と共に去りぬ」を彷彿させる雰囲気。
それにあのエルビス･プレスリーの故郷でもある。早速、彼の邸宅をガイドの方が
案内してくれた。本人は留守だったが、訪問出来たことに友は大いに満足していた。
帰り、ナイトクラブへ招待してくれた。喧噪の中、ブルースが気怠く流れていた。

半世紀経て光見る旅日記

関根 麗子

1971年7月22日、期待と不安を胸に羽田発サンフランシスコ行に搭乗した。
これから、約40日間、女子３人のホームステイを含めた旅である。その当時は1ドル360円。
持ち出しも1,000ドル迄に規制されていた。もう半世紀、50年以上前の事になる。
飛行機は無事サンフランシスコに到着。ここが旅の出発点だ。
３日間、若さに任せ名所を歩き廻った。あの有名なケーブルカーにも落ちそうになりながら乗った。

見るもの全てに興奮、その余韻を残しつつ最初のホームステイ先、ロスアンゼルスに向かった。

ロスではディズニーランドに、ニューメキシコ州では先住民族の歴史館にピクニック。
オクラホマ州は、カウボーイの実演も観た。また、デトロイトでは当時全盛期の
フォード社を見学。全て書くと枚挙にいとまがないが、これらは私達だけでは絶対に
経験出来なかった事とホストの方々に心から感謝している。

移動手段には、終点のニューヨーク迄長距離バスを利用した。
安いし全州に網羅されていた。バスがロスに到着した早朝、ホストの方が出迎えて
くれた。すぐに家のあるサンタモニカまで車にて移動、道路が整備されていて心地
よい。家に入った途端、強いカルチャーショックを受けた。部屋が広い！台所は総
てシステム化されていて実に便利。トイレ、シャワー室も数ケ所設置され、なんて
個が大切にされているかを実感した。
この後、ルート66を東へと向い、ホームステイを6ケ所体験したが、どこも同様

に機能的かつ個性的だった。それに各家庭、多様なプラン、多彩な料理で歓待して
くれた。

ワシントンＤＣポトマック湖畔にて

そこに若い黒人の女性が近づいて来て、日本の化粧品を知り
たいと言う、アメリカには沢山良いのがあると話したが納得し
ない。よくよく聞いてみると、歌舞伎役者が使うドーランの事
だった。あれは特殊メイクと拙い英語で説明すると、とても
がっかりしていた。あの当時は、まだ人種差別が残っていて、
所々にホワイトオンリーの看板が見受けられた。深夜皆でテネ
シーワルツを歌いながら帰路に着いたが、歌が心に染みた。
この後、セントルイス、シカゴ、デトロイト、フィラデル

フィア、ワシントＤＣ、ニューヨークの終点まで思い出を刻み
ながら旅は続いた。
その当時、アメリカはとても活気に満ち輝いていた。

そこに、短期間で上滑りに終わったやも知れませんが、Y.E.S
及びI .S.Sのご支援を受け訪問できた事は、素晴らしく貴重な
思い出となった。

旅のルート

テネシー州ホストファミリーの方
が歓迎会を開催して下さった

国際コミュニティ学科11期

忘れられない光景

３



先日、本校で日々「見守り隊」として子供たちの下校を見守って下さってい
る5名の方が、葛西警察署より子供の見守りを任命するという趣旨の委嘱状を
いただいたと聞き、大変嬉しく感じております。
小柳 恵子さん、羽島 俊秀さん、大島 雅文さん、佐藤健治さん、小越 美子さん。
5名の皆さんは、子供たちの下校時に門の近くに立ち、横断歩道を渡る子供た
ちに対して旗を振りながら誘導して下さってます。担当していただいている門
の近くは特に車通りの多いところであり、5名の皆さんの見守りが子供たちの
安全確保に繋がっています。子供たちが交通事故に遭わないのは皆さんのおか
げだと言っても過言ではありません。

この度の任命は、地域のため、子供たちのために力を尽くして下さっている
ことへの感謝の意が込められているのかと思います。学校としても日々の取り
組みに感謝の気持ちでいっぱいです。
今後もどうぞ、子供たちのために見守りを続けていただければ幸いです。

2019年10月より、人生大学
社会活動体験を機に葛西警察
署のボランティアで葛西小学
校の見守りを開始。昨年6月22
日に葛西警察署長様より感謝
状、さらに同年10月7日葛西警
察署長様より委嘱状を拝受。

それを受けて葛西小学校校長
内野先生より、祝辞をいただ
きました。

活躍する同窓生

葛西警察署からの委嘱状授与を祝して

代表 小柳恵子（国際15期）

information

江戸川区立葛西中学校
江戸川区立葛西小学校

校長 内野雅晶

発行：江戸川総合人生大学同窓会

https://www.jinseidaigaku-dousoukai.net/
４

■11月14日（月）午前９時
江戸川区総合文化センター前、
18期生の研修旅行参加者６0名
が、江戸川区立穂高荘に向けて
に出発しました。松浦会長、
松沼副会長、加藤広報部会長が
見送りしました。

編集委員
加藤道雄（まち11）宇佐見かつ子（国際８）小越美子（国際15）
大塚恭子（まち8）江嶋裕二（まち16）
品田正子（国際１)  川島 多美子（介護６）長谷川 忠（国際６）
五十嵐 英男（子10）石井 教文（国際14）

編集後記
昨年の暮れはブラボーに始まりブラボー

で終了し、日本中が一体化になった感じが
しました。今年はコロナが終息して「明る
い同窓会だより」が届けられる年になれば
と思います。

広報部会長 加藤道雄

■今年度から人生大学ではiPadを学生に貸与し、iPadを使用した授
業を1月から開始します。同窓会でもiPadをお借りして会議を行って
います。

■同窓会の全体像を知るための一つの情報と
して「同窓会の現況 四半期報」を発行しまし
た。ご一読下さい。
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